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ランサーズ代表の秋好と申します。 

私から、25 年 3 月期の第 3 四半期の決算説明をさせていただきます。 

 

まず、この第 3 四半期、世間は AI と、AI 時代というところで、OpenAI さんであったり、

DeepSeek さんであったりと、ニュースで AI が出てこない日はないというぐらいですけれども、

ランサーズも、まさに非常に伸びている職種も AI であれば、一方、AI で影響を受けている職種も
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あるというところで、今、市場自体が、ニーズが変わってきているなという節目にいるという強い

実感があった第 3 四半期でございました。 

まず、簡単に業績のハイライトから申し上げますと、昨年、ランサーズに関しては新しい事業撤退

や新しい方針に従って、まず利益を出すというところで、昨年、売上が非常に一部へこみました

が、利益は昨年しっかり通期で出せたところから、今年は売上も注力して、営業利益もしっかり伴

って拡大するという方針でやらせていただいている中において、売上高は 34.1 億円と、前年同期

比でプラス 1％、営業利益に関しては約 8,000 万円という着地になりました。 

営業利益に関しては、このまま今期、第 4 四半期も終わると、恐らく今期は、過去最高益になる見

込みではないかなと考えております。 

また、利益の構造に関しては、売上が上がると、そのまま利益に関してもしっかりと拡大するとい

う、一時的に何かコストを削った利益というよりも、売上に伴って利益拡大が伴うというフェー

ズ、仕組みにはなってきていると思っておりますので、次は、今期注力すると言っている、まさに

売上高を伸ばしていくところが、後ほど説明させていただきますが、AI で鈍化している、市場変化

で鈍化しているという領域と、成⾧領域が非常に伸びているところが相殺して、今 1％ぐらいにな

っていますが、今期、この第 3 四半期もしっかりと新領域に関する仕込みはできてきたかなと思っ

ていますので、来期以降の成⾧に、ぜひご期待いただければなと思っております。 
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ここから、詳細について説明させていただきます。

 

改めて、ランサーズについては、オンラインでフリーランスや副業したいという個人の方、あと、

そこに発注したいと考えているスタートアップや大企業を含めた企業の方をオンライン上でマッチ

ングするプラットフォームを提供しております。ビジネスモデルとしては、そこでマッチングした

案件の手数料をいただくというビジネスモデルになっております。 
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業績に関しまして、進捗率は、売上高は第 4 四半期に季節要因で売上が上がるところも鑑みて、営

業利益に関しては予想進捗 82％と、順調なのかなというふうに考えております。 

営業利益に関しては、こちら、記載の通りでございます。 
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売上高に関しては、AI の影響を含む、新しい、伸びているところと、AI の影響を受けて、特に、

例えば翻訳とか、簡単なライティングの仕事というのは、生成 AI で一部できてしまうところもあ

って、そこの上っているところ、しゃがんでいるところ、相殺して今、1％ぐらいとなっておりま

すが、このマイナスの影響ってのは、一定、下げ止まってくるかなと思っておりますので、ここか

らしっかり、その伸びていくところをさらに伸ばしていくっていうところに、第 4 四半期以降、わ

れわれ、ランサーズとしては注力していって、今、AI エンジニアとか、AI Web 制作者とか、AI マ

ーケターといった、新しい職種が非常に伸びていますので、ここをまさに、ランサーズとしては、

伸ばしていきたいというふうに考えております。 
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それとは別に、今まで、昨年度の営業生産性について、ランサーズのプラットフォーム上でマッチ

ングするところと、われわれの社員がお客様にマッチングする領域があるのですけれども、 

このお客様をわれわれがマッチングするところの契約決定数のところ、契約決定率は非常に高まっ

ておりますし、1 社あたりのご利用金額もしっかり高まっていっておりますので、 
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ここから営業の生産性っていうのを高めていくんですが、より伸びていく職種のマッチングを増や

していくところを注力していこうと考えております。 
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新しいトピックです。 

2024 年の 2 月に、丸井グループから資本業務提携をさせていただいて、フリーランスという新し

い職種に対して金融サービスをやっていくところで、一緒にこの 1 年取り組みさせていただいてお

ります。 

丸井グループとも、フリーランス向けのクレジットカードを、まずデザインを決めて、サービスリ

リースに向けて順調に進捗しております。ランサーズの会員になれば、クレジットカードでもフリ

ーランスに特化した、例えば、Apple の MacBook がより買いやすくなるとか、そういった特典を

踏まえて、より働くことを支援できる金融サービスを、丸井グループさんと一緒に作っていってお

りますので、順次、サービスが決まりましたら、告知をさせていただければと考えております。 



 
 
 

2025年 2月 25日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

今、第 3 四半期でありますが、あと 3 ヶ月で今期も終わって、また来期が始まってまいります。 

冒頭に申し上げた通り、昨年度については事業統合等の構造改革をして、まず通期でしっかり黒字

を出すと。そして、一部、売上の毀損もある部分もあるのですけれども、今期に関しては、売上も

しっかり成⾧して利益も出すと。 

来期に関しては、2025 年 3 月、まさに今期に新しい取り組み、丸井さんとの取り組みもそうです

し、AI に対する取り組みも各種リリースさせていただいております。 
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その芽が出るのが来期だと思っておりますので、そちらを踏まえて、来期に関しては売上の成⾧率

と、それに伴う利益の拡大をしっかりできる準備が整ったというふうに考えておりますので、そち

らを踏まえて、 

 

冒頭申し上げているような、影響領域に関しては、一定、影響されると思いますが、伸びるとこ

ろ、伸びる領域をしっかり捉えて、来期は今期以上の売上成⾧率を目指すところに注力するラスト

3 ヶ月かな、というふうに捉えております。 
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こちら、数年同じ形で出させていただいておりますが、今期は予想で 1 億円の利益、来期に関して

は、より売上加速とともに、利益も積み上がっていくという構造ができたと思っておりますので、

ぜひ来期以降にもご期待いただければと考えております。 

 

一方、ランサーズ創業以来、個のエンパワーメント、テクノロジーによって個人をエンパワーメン

トしていくというミッションで創業し、上場し、そこから今に至るまで経営させていただいており

ます。 



 
 
 

2025年 2月 25日 

本件に関する問い合わせ先：ランサーズ株式会社 IR 担当（電話：03-5774-6086） 

どれだけ AI が進化したとしても、人間が働くというところ、そして、より人間の価値あるところ

で働くがある、ということは変わらないと思っておりますし、AI を含めたテクノロジーで、個人そ

して企業がよりエンパワーメントしていくことを作っていく価値提供は変わらないと考えておりま

すし、AI があるからこそ、より人間がやる仕事への価値に重きが増えていくと思っております。 

ランサーズがまさに提供している部分の価値がより膨らんでいくと考えておりますので、人間しか

できないところ、そして AI ができるところは AI でわれわれも提供していくという、ハイブリッド

なミッションを掲げて、来年以降、邁進していければと考えております。 

今期の決算の説明は、以上とさせていただきます。 

 

 


